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(1) 概　要

(ア) 趣旨
　リーマン・ショックをきっかけに日本全国の大学で就職率

が過去最低の水準に落ち込んだことは、新聞などで繰り返し

報道されている。このような日本の高等教育を取り巻く環境

の中で、現時点での日本の大学のキャリア教育の到達点と、

今後目指すべき方向については、大学関係者はもとより社会

的にも高い関心が持たれるようになった。おそらく、この問題

は経済のグローバル化と密接不可分の関係にある。グローバ

ル化した日本の企業が優秀な人材を海外に求めるようにな

り、また世界同時不況は日本経済のグローバル化と表裏の関

係にある。このような問題意識のもとで、これからの時代にふ

さわしいキャリア教育のありようを検討する。

(イ) 報告
　午前の部では、まずコーディネーターからこのミニ・シンポ

ジウムの趣旨と進め方について説明があり、次いで３名によ

る報告が行われた。各報告の概要は次のとおりである。

　まず岡田昌毅氏は、自身の社会人経験をもとに、学生の個

性の尊重、広い視野、日本を知ること、職業体験・海外経験等、

キャリア教育に関わるさまざまな視点を指摘した上で、実践

事例として大学での産業心理学の授業を紹介した。

　次に白木三秀氏は、日本企業による海外派遣者数の増大

傾向を指摘し、中国、アセアン、インドでの日本人派遣者およ

び現地従業員を対象とするアンケート調査の結果をもとに、

学生に海外経験させる体系的な仕組みの必要を指摘した。

(ウ) 質疑応答
　午後の部では、報告者とフロアとの質疑応答が行われた。

今回のテーマであるグローバル化とキャリア教育に関連して、

例えば、2011年１月に公表された日本経済団体連合会の企

業アンケート調査で、グローバル人材育成に関する企業から

大学への要請事項として、外国語による専門教科教育という

回答が最も多かったが、これを大学はどう受け止めるべきか、

という質問があった。岡田氏は、この回答はかなり高い水準を

求めているが、大学は学生の水準に応じて対応すべきこと、

また企業は新卒に即戦力を求めるべきではなく、仕事をつう

じて戦力を養う必要があることを指摘した。白木氏は、まず

学生に問題意識を持たせることが重要であり、そのうえで英

語が必要な状況を作っていく、というように段階的に対応す

べきこと、また異文化を持つ者を排除しがちな社会を変えて

いく必要があることを指摘した。渡辺氏は、言語はその背景

に固有の文化を持っており、そうした文化を理解し、それに

相応しい態度を取れるようにすべきことを指摘した。
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　またグローバル化に対応するキャリア教育の体系的・制度

的方法についての質問もあった。白木氏は、学生の内向きな

マインドを変えるため、海外に出て日本企業の競争力の無さ

を目にし、問題意識を持たせる必要があること、また企業は、

海外でトップとして全責任を持って意志決定できるように、

人材を訓練する必要があることを指摘した。岡田氏は、学生

が大学で身につけるべき力として、情報を集め、集めた情報

を批判し、それをもとにアイディアを出し、自分でベストもし

くはベターな答えを出せることを指摘した。

　キャリア教育一般に関わる問題についても、多くの質問が

出された。例えば、日本社会に根づいた新卒一括採用という

固定観念をどう変えていけば良いか、という質問があった。岡

田氏は、企業にとって人材採用は大きな投資であり、多大な

コストとエネルギーを要するので、まとまった形での採用は

今後も続くだろうこと、ただ中途採用・キャリア採用が増えれ

ば、それに大学側は対応することになるだろうと述べた。白木

氏は、新卒一括採用はとりわけ大企業に特有の方法であり、

もし中小企業にも多くの新卒が応募するようになれば状況は

変わるだろうこと、また大学が新卒の就職しか考えない現状

は問題であり、卒業後も数年間は面倒を見る必要があるかも

しれないと述べた。渡辺氏は、一括採用の有無に関わらず、

大学教育では、人間がある時点で人生の道を決め、大学を出

なければならないことを考えるべきことを指摘した。

　また経済産業省が唱えている「社会人基礎力」について、

どう理解しているか、という質問があった。岡田氏は、これは

大学のみならず企業のなかでも高めていくべき事柄であり、

企業の前段階の大学でどの程度の水準を設定するかが肝

要であることを指摘した。白木氏も同様に、学生にとって可

能な範囲で対応すべきことを指摘した。渡辺氏はこれを「学

士力」の問題としてとらえ、知識を習得することと自分で行動

できるようになることをつうじて、クリティカルに考える力と、

意志決定能力を育てる努力をすることが重要であることを

指摘した。

　大学全体での組織的取り組みとして、キャリア教育を教養

教育・専門教育のなかでどう行えば良いか、という質問に対

しては、渡辺氏が筑波大学の事例、すなわち教員たちに、こ

の取り組みが自身の専門をより良く教える機会であることを

理解してもらい、専門的研究と社会をつなげる内容の授業

をしてもらった試みを紹介した。

　またインターンシップをキャリア教育のなかにどう位置づ

けるか、という質問があった。岡田氏は、インターンシップが、

仕事への姿勢や仕事の現場に関する「気づき」の機会として

意味があることを指摘した。白木氏は、インターンシップの期

間は海外のように半年程度がよく、また企業側は受け入れる

人をセレクションしてもよいと思うと述べた。渡辺氏は、やは

り「気づき」の機会として有益であり、企業側にとってもリーダ

ーを育てるうえで役立っていることを指摘した。

　なお岡田氏は、午前の報告で割愛した、企業での若手育成

施策の事例について、フロアからの要望に応えて説明を補足

した。そこで示された、人材を「育てよう」という企業の姿勢に

対しては、質疑応答のなかで、大学教育の観点から高い関心

が寄せられた。

(2)まとめ
　三つの報告と質疑応答では、グローバル化に対応するキャ

リア教育、およびキャリア教育一般について、理念や考え方か

ら実践方法・具体例までさまざまな論点が扱われたが、それ

らをつうじて、キャリア教育とは職業生涯の全てを視野に入れ

て行われるべきである、という認識が浮かび上がってきたよう

に思われる。これは、学生が自分の幸せのために自分の人生

をいかに切り拓いていくか、大学教育はそれをどのように手

助けすべきか、という問題を提起しているといえるだろう。
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キャリア教育の多様な視点
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